平成２６年度　鶴岡市文化財保護審議会 会議概要
○日　　　時：平成２７年１月２８日（水）午後２時～午後４時
○場　　　所：鶴岡アートフォーラム　大会議室
○　次　　第　　
　　　　　報告事項
（１）文化財関連事業について

①文化財管理保存事業について　

②金峰山保存管理計画について
③埋蔵文化財調査について　　

協議事項

（1） 文化財の登録について

（2） 日向家住宅の復元について

○出席委員：渡會俊正、犬塚幹士、植松芳平、島津慈道、酒井英一、本間　豊、
阿部公彦、小野寺良寛、五十嵐俊司、野堀嘉裕、柴田和彦、渡部幸
○欠席委員：本間勝喜、佐藤克巳
○市側出席者

　市教委　　：難波信昭教育長、長谷川貞義教育部長、榊原賢一社会教育課長、
佐藤正哉文化主幹、松浦主査、五十嵐係長、真壁文化財専門員、
松田専門員、浅井主事

○公開・非公開の別　非公開
○非公開の理由　　会議の内容に個人情報が含まれること。また経過を公表することができないものがあるため。
○会議内容
１．開　　会

２．教育長あいさつ

３．報告事項

（１）文化財関連事業について

①文化財管理保存事業について
◆内容

　　　　・指定文化財保護事業について説明（文化財係長）
　　◆質問意見等

　　　[委員]

　　　　　　旧鶴岡警察署について。昨年視察したときに、間仕切り等調査中だったが、どうなったか。引き屋はどれくらいするのか。

　　　[委員]

　　　　　　調査の結果、状態が良いので半解体となった。７つ部屋があったことがわかった。引き屋は、約１ｍ北に移動。文化庁に申請中。解体調査の結果、南面に外に通じるドアであったことが分かった。
　　　[委員]

　　　　　　旧遠藤家の修繕については、特殊な修繕と思うが、どのように行うのか。

　　　　　　杉皮は特殊な材料なので、そのあたりも慎重に。

　　　[事務局]

　　　　　　御指摘の通り、特殊修繕であるため検討しているところである。

　　　②金峰山保存管理計画について

◆内容

　　　　・名勝金峰山保存管理計画について説明（専門員）

◆質問意見等

［委員］
　　　　金峰山については、森林文化都市研究会もかかわっているので、懇談会に参加してもらった方が良い。入山者の人数を調査した方が良い。また、自然林と植樹したものが混在しているので、生態をはっきりさせるのも重要。
　[委員]

   　　金峰山には、大事な場所がたくさんある。金峰石を切り出した場所。山岳宗教の禊の場所。巨木。建物は残っていなくても石が残っている場所。藤沢岩屋洞窟。青龍寺口だけの歴史ではない。指定の範囲にかかわらず、金峰の歴史を取り上げてほしい。
 [委員]

　　　費用は、計画策定だけのものか。事業も含むのか。計画書を出すのに３年もかかるのか。検討委員はどういうメンバーを考えているのか。

[委員]

　　　検討委員会で内容も含めて十分検討していただきたい。
［事務局］　
平成２７年度に検討委員会を設置する予定。計画策定だけが目的でなく、活用について長期的な計画を実施していくもの。メンバーは、名勝、歴史、考古、民俗、宗教、植生、地質、景観等々の分野の専門の方と、地元の関係者等。
　　 [委員]

　　　　　エリアに変更はあるのか。人工林もある。伐採等の管理に制約はあるか。

[事務局]

名勝の指定変範囲の変更はないと思われる。現在は、木を一本切るにも現状変更という手続きがあるが、計画に入れることで、簡略化されるメリットがある。
　　[委員]
現在の境界は、森林調査法によるものと思われる。金峰山は、たくさんの所有者がいて、入り組んでいる。人工林と自然林も混在している。林道だけでなく作業道もあり、現在も森林法の制度に基づいて、林業を行っている区域がある。
　　 [委員]

　　　　　検討委員会を中心として、適切な計画を作るということで進めていって欲しい。
　　③埋蔵文化財調査について
◆内容

　　　　・文化会館建設予定地の調査について説明（文化財専門員）

　　◆質問意見等

　　　特になし
　　

４．協議事項

（１）文化財の登録について
　◆内容
・文化財の調査と登録について（文化財主査）
　　◆質問意見等

　　　[委員]

　　　　　当該建物の保存はもちろんだが、周辺の景観等も大切と思う。６棟ということだが、今後ほかの建物についても調査するのか。なぜほかの建物が外れているのか。

　　　[事務局]

　　　　　ほかの建物も登録の意向はあるが、基礎調査がまだされていないため、このたびは外れている。
　　　[委員]

　　　　　所有者としては、文化財指定も希望しているのではないのか。

　　　[事務局]

　　　　　基礎調査は、県の文化財保護審議委員である小幡先生が調査したものであり、文化庁の調査官も調査しており、県の文化財担当者も調査に同行している。
※文化財台帳に登録することで意見具申をすることで了承
（２）日向家住宅の復元について
　◆内容
・日向家住宅の復元について（文化財主査）

　　◆質問意見等

　　　[委員]

　　　　　台所の囲炉裏の復元はした方が良い。後世に囲炉裏のない建物という理解になるのは望ましくない。総事業費については、どれくらいかかるのか。

　　[事務局]

　　　　　実施設計に約500万かかっている。工事費については確定していない。囲炉裏の復元については、再度検討する。

[委員]

復元しても市の指定になるのか。場所も変わり、変更点も多いが。
　　　[事務局]

復元した後も市の指定文化財とする考え。

　　　[委員]

鶴岡には江戸時代の建造物が少ない。丸岡という歴史ある場所に移築復元した経緯を展示で説明していくのが良い。建てられた時代を展示説明しての公開が大切。

　　　[事務局]

日向家の説明を展示の中で行っていく。

[委員]

開口部が多いので、部分的に構造用合板をいれてもバランスが悪くなるのでないか。貫工法等の伝統的工法の方が良いのでないか。

[事務局]

建築基準法には合致せず、建築審査会にかる予定。遊佐の建物が建築審査会を通っているので、それを参考に進めている。
実施設計が完成した後、来年度に復元工事を進めていく。

[委員]

観覧者が、当時の暮らしを理解できる展示にして欲しい。

５．その他　
　　 [委員]

金峰山の歴史や様々なことを知るにつけ、専門家の方々と一緒に、三方の登り口から金峰山に登るような企画をぜひ行ってほしい。
６．閉　　会

